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中国語の遊離数量詞文の構造と意味
郭　　　楊
On the Syntax and Semantics of Floating Quantifier Phrase Structures in Chinese
GUO Yang
Abstract
　　In this paper, we claim that in the case of a syntactic construction containing a floating 
quantifier (noun-quantifier), the quantifier takes the noun as Subject and creates a predicative 
structure.
　　By taking this assumption, we were able to explain the reason for the non-acceptability of 
several examples of floating quantifier phrase constructions in Chinese. We also shed some light 
on the semantic difference between sentences containing a floating quantifier and sentences 





















　　　　学生　　　　来　　了     　三个。
　　　　学生　　　　来る　aspect　三人
　　　　学生の中、来たのは三人であった。（三人以外の学生は来ていない。）






















































⑺　a.the NP-only view (Kamio 1977, 1983, Terada 1990, Kawashima 1998, Watanabe 2006, 
　　　　Miyagawa & Arikawa 2007)
　　b.the adverb-only view (Fukushima 1991a/b, Gunji & Hasida 1998, Takami 1998, 
　　　　Kobuchi-Philip 2003).
　　c.the hybrid view (Ishii 1999, Kawazoe 1999, Hoji & Ishii 2004, Nakanishi 2004/2007a).













⑽　a.［並んで 走っていた 数台のトラックi］ が　ガードレールに　三台i　ぶつかった。
　　b.*［ 三台i の［並んで 走っていた 数台のトラックi］］ が ガードレールに ぶつかった。


















⑷の焦点は名詞句 NP であるのに対し、⑸の焦点は動詞句 VP である。
　次に、普通語順数量詞文と遊離数量詞文焦点が動詞句全体である⑸には、遊離数量詞文の（5b, c）
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　⒃の仮説によれば、遊離数量詞「三本（三冊）」は限定する NP を Predication の Subject として項
に取るので、本来 VP になる「看过英文小说（英語小説を読んだこと）」が遊離数量詞の要請で、他













































































離数量詞は NP を項に取るということである。ただ、自動詞の場合、遊離数量詞の Subject になれる
NP は他動詞のように trace を残し、移動したものでなく、音形の持たない名詞化辞φ N になる。よっ
て、（18a）において、QP「一个（一人）」の Subject になるのは、「就職したのは」のような NP である。
4.まとめ
　本研究は、中国語の遊離数量詞文を考察し、主張⒃を提案した。つまり、遊離数量詞は、限定する
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注
1.（5b, c）はともに容認可能な文であるが、（5a）の答えにならないということによって、「??」を付けてある。
２.Predicaion 関係をなす merge の head については、特に何も付けないことにする。
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